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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公表番号】特表2014-521364(P2014-521364A)
【公表日】平成26年8月28日(2014.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2014-046
【出願番号】特願2014-525943(P2014-525943)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/22     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ    1/20     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    1/18     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    1/22     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年8月31日(2015.8.31)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）クエン酸ナトリウム、硫酸ナトリウム及びリン酸ナトリウムからなる群から選択さ
れる少なくとも１つの塩を含む平衡化緩衝液で前平衡化された疎水性相互作用クロマトグ
ラフィー（ＨＩＣ）カラムに、哺乳類細胞から生産されたＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質
の混合物を含む試料を、クロマトグラフィーレジン体積当たり１０ｇ／Ｌ ｂｅｄ～１４
ｇ／Ｌ ｂｅｄの量で注入するステップと、
　ｂ）前記平衡化緩衝液の塩と同じ塩を含む洗浄緩衝液で前記カラムを洗浄して、ＴＮＦ
Ｒ－Ｆｃ融合タンパク質の混合物から切断型ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質を除去するス
テップと、
　ｃ）前記平衡化緩衝液より塩濃度を減少させた溶出緩衝液で前記カラムから活性型ＴＮ
ＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質を溶出させるステップとを含む、
活性型ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質を製造する方法。
【請求項２】
　前記ステップａ）の平衡化緩衝液が０．４５Ｍ～０．５５Ｍクエン酸ナトリウム及び５
０ｍＭ～１００ｍＭリン酸ナトリウムを含む緩衝液である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ステップａ）の平衡化緩衝液が０．７０Ｍ～０．７２Ｍ硫酸ナトリウム及び５０ｍ
Ｍ～１００ｍＭリン酸ナトリウムを含む緩衝液である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記平衡化緩衝液がｐＨ６．５～７．０である、請求項１～３のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項５】
　前記平衡化緩衝液がｐＨ６．７～６．９であり、０．４８Ｍ～０．５２Ｍクエン酸ナト
リウム及び５０ｍＭ～７０ｍＭリン酸ナトリウムを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記平衡化緩衝液がｐＨ６．７～６．９であり、０．７１Ｍ～０．７２Ｍ硫酸ナトリウ
ム及び５０ｍＭ～７０ｍＭリン酸ナトリウムを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記カラムのリガンドがブチル基、オクチル基、フェニル基及びアルキル基からなる群
から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ステップａ）のＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質がｐｃＤＮＡ３．１－Ｋｏｚａｋ－
ＴＮＦＲＩＩ－Ｆｃ－ＩＲＥＳ－ＧＳベクターの導入された哺乳類細胞から生産される、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質が、カラムに注入する前にアフィニティークロマト
グラフィー、イオン交換クロマトグラフィー及び脱塩からなる群から選択される少なくと
も１つの方法で部分精製される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質の混合物を含む試料が、注入前に５０ｍＳ／ｃｍ～
７５ｍＳ／ｃｍの伝導度を有するように調節される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記伝導度がクエン酸ナトリウム、硫酸ナトリウム及び硫酸アンモニウムからなる群か
ら選択される少なくとも１つの塩で調整される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質の混合物を含む試料が、注入前にクエン酸ナトリウ
ムを用いて５０ｍＳ／ｃｍ～５５ｍＳ／ｃｍの伝導度に調整される、請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質の混合物を含む試料が、注入前に硫酸ナトリウムを
用いて６５ｍＳ／ｃｍ～７５ｍＳ／ｃｍの伝導度を有するように調整される、請求項１に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記ステップｂ）の洗浄緩衝液がステップａ）の平衡化緩衝液と同じ組成である、請求
項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ステップｃ）が４０ｍＳ／ｃｍ～４７ｍＳ／ｃｍの伝導度を有する溶出緩衝液で活
性型ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質を溶出させるステップである、請求項１に記載の方法
。
【請求項１６】
　前記ステップｃ）の溶出緩衝液が０．３５Ｍ～０．４Ｍの範囲のクエン酸ナトリウムを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ステップｃ）の溶出緩衝液が０．３５Ｍ～０．５６Ｍの範囲の硫酸ナトリウムを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記溶出緩衝液がｐＨ６．５～７．０である、請求項１５～１７のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１９】
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　前記溶出緩衝液がｐＨ６．７～６．９であり、０．３８Ｍ～０．４Ｍクエン酸ナトリウ
ム及び５０ｍＭ～７０ｍＭリン酸ナトリウムを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記溶出緩衝液がｐＨ６．７～６．９であり、０．３８Ｍ～０．４Ｍ硫酸ナトリウム及
び５０ｍＭ～７０ｍＭリン酸ナトリウムを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記方法が、ｐＨが６．５～７．０であり、伝導度が４ｍＳ／ｃｍ～６ｍＳ／ｃｍの緩
衝液を用いてカラムから不活性型ＴＮＦＲ－Ｆｃ融合タンパク質又はＴＮＦＲ－Ｆｃ融合
タンパク質凝集体を含む分画を分離するステップｄ）をさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項２２】
　前記ステップｄ）で使用する緩衝液が、ｐＨが６．７～６．９であり、５０ｍＭ～７０
ｍＭリン酸を含む、請求項２１に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図５】
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